
画⾯が正常に表⽰されない場合は、
こちらをクリックください。

いつも皆様には⼤変お世話になっております。本当にありがとうございます。
新型コロナウイルス感染の中、暮らしに、またお勤めに、毎⽇ご苦労の多い事と思います。『アフタ
ーコロナ』と題した雑誌を⾒つけたので興味津々ネットでオプションしたものの、どうも『withコロ
ナ』の⻑丁場と並⾛していくしかなさそうですね。
そこに暑さがやってきました。『熱中症対策×感染症対策』、私たちの建設現場を考えると結構相反
する要求事項が多く、これまた⼤変。そんななか今度は『三つのとる』という⾔葉に出会いました。
「①間隔をとる＋②マスクをとる＋③⽔分をとる」、中々⾔い得ています。もちろん⼿洗いはしっか
りと頻繁に、普段はマスク着⽤、毎朝検温体調観察、三密回避も今暫く・・・です。
こんな時に嬉しいニュースひとつ・・・『選抜32校に甲⼦園で交流試合のプレゼント︕』、困難な時
代ならではの物語。良いなぁ、と思いました。世の中、捨てたもんじゃないですよね。
そろそろ梅⾬ですね。皆さん、どうかご⾃愛のうえご安全に︕

【杭⼯事完了】
4⽉より着⼯しましたＥ社⼭⼝⽀店改修⼯事で
す。コロナの影響で遅れていたエレベーター棟の
杭⼯事が完了しました。衛⽣機器や空調機器の⼊
荷も⼀時はどうなることかと思っていましたが、
⼤きな遅れはなく⼯事を継続できています。執務
室他内部はまだ解体中ですが、より良い執務環境
に整備する⼯事ですので、⼀⽇も早くお引渡しが
できますよう努めてまいります。(営業部T･S)

【カタチが⾒えてきました】
萩市須佐の国道191号中津橋の⼯事です。原⽥橋
橋台と場所打函渠のコンクリート打設が進んでい
ます。中津橋橋台の⽅は周辺の擁壁の打設が終わ
り、だいぶ形が⾒えてきました。今後は益⽥側の
道路改良が中⼼となっていきます。明るい話題が
なかなか無い状況ですが、今は皆で協⼒する時期
ですので、引き続きコロナ対策を徹底し、いち早
い終息を祈るばかりです。(⼟⽊部K･K)

【造成前に発掘調査】
⼭⼝市内で消化器内科クリニックの新築計画に伴
う造成⼯事が始まりました。⼯事場所は吉敷の上
東遺跡の⼀⾓ということで、⼯事開始時に埋蔵⽂
化財発掘調査が⾏われ、竪⽳住居跡1棟、柱⽳跡
18個などが確認されました。吉敷川によって形
成された扇状地上に位置しており、弥⽣時代から
中世までの集落跡のようで、⼤昔から同地で⼈々
が⽣活してきた場所とのことです。(営業部H･M)

【何の写真でしょう︖】
⼭⼝市内にある竣⼯後40年以上経過した鉄筋コ
ンクリート造の建物調査です。各階の軒裏が⽼朽
化して剥離・落下の恐れがあり、⾚外線カメラに
よる調査を⾏いました。各部分の温度測定を実施
し劣化の状況を確認します。結果の考察後、外壁
改修の提案していきます。まずは、利⽤者や歩⾏
者の皆さんに危険をおよぼす可能性がある⼊⼝や
道路に⾯した箇所から⼯事します。(建築部M･M)

【あっという間に2年経ちました︕】
宮本⼯業様の社屋が建替後2年を迎え、24か⽉定
期点検を実施しました。建物全体や外構もさるこ
とながら、隣接地の⽵林もきれいにされていまし
た。またツバメの孵化も毎年繰り返され、何か事
務所らしからぬ温かい雰囲気に包まれた空間にな
っているようでした。おかげさまで、不具合もな
く設計・施⼯を担当した建築屋としては、⾮常に
喜ばしい時間でした。(建築部K･Y)

【若⼿「研究テーマ発表会」】
鉱⼭部所属となり3年⽬の福本担当と2年⽬の今
⽥担当。⾃主的に鉱⼭のベンチ作りに掛ける熱い
情熱を持って、⽇々のデータ・経験値をもとに⾃
分の⽬標を語った研究テーマ説明会でした。研究
テーマは、福本担当が『ベンチのレベル化』、今
⽥担当が『ウオーターミスト穿孔』。ともに鉱⼭
の専⾨的な分野で、⼆⼈が先々鉱⼭部をリードし
て⾏くと思うととても楽しみです︕(鉱⼭部S･S)

【趣味はアウトドア】
担当していた⼯事も終わり⼀段落、アウトドアシ
ーズンになりました。通常なら、県外にサイクリ
ングや登⼭に出掛けるところですが、今回は越境
することができません。今は、近所で我慢して⾜
慣らしをしながら、今後の計画を⽴てています。
早くコロナが収束して、みんなが普段通りの⽣活
ができればいいですね。（建築部 M・M）

【withコロナ 朝⾷はしっかり】
5⽉14⽇に39県、21⽇に3府県が緊急事態宣⾔解
除。次のステージも教えを守り、気を緩めずに賢
明に暮らしましょう。⼿洗い・マスク・三密回
避、⼈混みの少ない朝5時からすっかり明るくな
った椹野川河畔の散歩で気を晴らしながら軽い運
動をとり、きちんと⾷事をとって、しっかり睡眠
をとる。皆さん、今暫く⾟抱のしどころ、どうか
ご無事でご安全に︕(営業部E･S)

【蜻蛉⽇記】
儚いものの代名詞「蜻蛉」。脱⽪する姿を⽬撃︕
⽥舎でもこんな光景はなかなか⾒られない。蜻蛉
は幼⾍の時は⽔中で何度も脱⽪するらしいが、地
上での脱⽪は⼀度きり。脱⽪して成⾍になると数
時間で死んでしまうらしい。姿も儚いが、⽣涯も
儚い⽣き物だ。考えると⼈間だっていつどうなる
か分からない。蜻蛉は数時間、⼈間は数⼗年。最
近はコロナのせいか、健康で⽣きることに対して
普段より考えることが多くなったように思う。
（鉱⼭部M･S）

本メールは、以前名刺交換をさせていただいた⽅に配信しております。
ご意⾒・お問い合わせは、 こちらからお願いします。
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